
令和2年度

予算のお知らせ

介護保険

　健保組合では、40～ 64歳の被保険者（介
護保険第 2号被保険者）から介護保険料を
国に代わって徴収し、国に納付しております。
　令和 2年度は、介護納付金 5億 5,913 万
円に対し、介護保険収入は 5 億 547 万円
となる見込みです。収入の不足分は繰入金
7,000 万円で補填します。
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健康保険

● 予算編成の背景
　日本は超高齢社会に突入しており、平成 30
年には 65歳以上の高齢者人口の割合が 28.1％
（3,558 万人）と過去最高を記録しました。その
一方で、現役世代は平成７年の8,716万人のピー
クを境に減少に転じ、30年には 7,545 万人にま
で減少しています。
　高齢者医療費の一部は現役世代が納める保険
料から賄われていることから、現役世代の負担
は急激に増加しています。平成31年度には 1人
当たりの平均保険料額は年間約 50万円となり、
過去 10年余りで約 11万円増加しました。
　さらに令和 4年からは、団塊の世代が 75歳に
到達しはじめることで納付金が急増し、現役世
代の更なる保険料負担の上昇や健保財政の急激
な悪化が見込まれています。
　一方、少子高齢化により社会保障の支え手が
減少し、平均寿命が伸び続けるなか、健保組合
には加入者の健康寿命の延伸と、医療費の増加
抑制を担う役割が一層求められています。今後
も国民皆保険制度を維持していくためには、高
齢者医療費の負担構造改革等の早期実現が強く
求められます。

● 予算の概要
　当健保組合の令和 2年度予算は、総額 58 億
1,850 万円、実質的な収支状況を示す経常収支
で 5億 5,600 万円の赤字を計上する非常に厳し
い編成となりました。
　主な収入は、皆さまと事業主に納めていただ
く保険料で、50億 1,594 万円を見込んでいます。
　一方、主な支出は、皆さまの医療費に充てら
れる保険給付費 28億 1,986 万円（前年度比 3億
552 万円増）と、高齢者医療制度を支えるため
に高齢者医療制度へ支払う納付金 22億 7,196 万
円（同 1億 6,752 万円減）となる見込みです。
これら 2つの支出だけで保険料収入を上回る見
通しです。収入の不足分は、前年度決算からの
繰越金及び別途積立金等からの繰入金で補填し、
保険料率は据え置くことといたしました。
　当健保組合では、引き続き事務経費の節減に
努めるとともに、被扶養者の資格確認や医療機
関等からの請求のチェック強化、ジェネリック
医薬品の使用促進などを推進してまいります。
また、第 2期データヘルス計画に基づいて、皆
さまの健康に役立つ効果的な保健事業を実施し、
医療費の節減に努めてまいります。

経常収支で約 5 億 6 千万円の大幅な赤字予算となりました

前年度比3.4％増

前年度比 6.9％減

前年度比 12.2％増

収入総額
58億1,850万2千円

（53万9,900円）

収　入
調整保険料収入

6,882万7千円
（6,386円）／1.2％

保険料
50億1,594万円

（46万5,430円）／86.2％ 
健保組合の主な収入源。
事業主と被保険者折半で
納めていただきます。

健診や人間ドックなどの疾病予防事業、広報
誌などの広報活動にあてられます。

繰入金
5億4,079万5千円
（5万180円）／9.3％

収入不足を補うために、別途積
立金等から繰り入れます。

健保組合間の相互扶助のた
めに健康保険組合連合会へ
拠出します。

納付金
22億7,195万5千円

（21万815円）／39.0％ 
高齢者医療制度等を支援するた
めに国（支払基金）に納めます。

保健事業費
3億1,932万6千円

（2万9,630円）／5.5％ 

その他
1,574万6千円

（1,461円）／0.3％ 
積立金・雑支出など

その他
294万円

（273円）
雑収入など

財政調整事業交付金
1億4,000万円

（1万2,991円）／2.4％ 
高額な医療費が多発した場合などに、健康保
険組合連合会から支給される交付金です。

繰越金
5,000万円

（4,640円）／0.9％
前年度決算から繰り越します。

保険給付費
28億1,986万2千円

（26万1,656円）／48.5％ 
皆さま（被保険者とご家族）の医
療費にあてられます。

日雇拠出金
　　　　　  1千円

病床転換支援金
　　　　　  6千円

退職者給付拠出金
　　　 　　 4万円

法定給付費
　  27億5,009万2千円
付加給付費
　　　　     6,977万円

後期高齢者支援金
11億7,128万4千円

前期高齢者納付金
11億62万4千円

予備費
9,429万円

（8,749円）／1.6％

財政調整事業拠出金
6,882万7千円

（6,386円）／1.2％

支出総額
58億1,850万2千円

（53万9,900円）

支　出

事務費
2億2,849万6千円

（2万1,202円）／3.9％ 
組合の運営経費、理事会・組合会
開催の費用などにあてられます。
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令和 2 年度
収入支出予算総額

58億1,850万2千円
※（　　）内は「被保険者 1人当たり額」
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